
令和８年度森林環境税活用事業の検討状況

うち森林環境
税充当額

1
山の学習支援事業費
補助金

林業環境政策課 41,602 41,602

【山の学習支援事業】
総合的な学習の時間等において、年間を通して森林環境学習を実施する学校等に対し補助を行
う。
【山の一日先生派遣事業】
森林環境学習の講師を派遣する森林ボランティア団体等に対し補助を行う。
【宿泊型学習支援事業】
市町村や民間団体等が実施する宿泊を伴う自然体験活動を支援する。
【木育指導員養成事業】
木育指導員として活動することのできる人材の養成を支援する。
【学習プログラム支援】
山の学習支援事業を活用する学校の掘り起こし、学習プログラムの作成支援を行う。

・山の学習支援事業（年間を通じて森林環境学習を実践する事業）において、幼稚園、保
育所を対象に追加
・Ｒ７年度で廃止する「森林環境学習等推進事業委託料」における山の学習支援事業を
活用する学校の掘り起こし、学習プログラムの作成支援を本事業に組み替え

-
森林環境学習等推進
事業委託料

林業環境政策課 11,107 11,107
幅広く県民からの参加を募る森林保全ボランティア活動の支援、ボランティア団体の掘り起こしや
ネットワーク強化、山の学習支援事業の活用校の掘り起こしを行う。

他の既存事業と類似性・親和性があることから、整理・統合を行い、事務の効率化・省力
化を図る
　・森林保全ボランティア活動支援、団体のネットワーク強化
　　→こうち山の日推進事業費補助金に統合
　・山の学習支援事業を活用する学校の掘り起こし、学習プログラム作成支援
　　→山の学習支援事業費補助金に統合

- 環境学習推進事業 生涯学習課 717 717
【森林活用指導者育成研修】
学校林をはじめとした地域の森林等、豊かな自然環境を活用し、幼・保の園児、小・中・高の児童生
徒を対象に体験を中心とした森林環境学習を推進することのできる人材を育成する。

・林業環境政策課が実施する木育指導員養成講座と類似性があることから、事業を廃止
・令和８年度以降は、市町村教育委員会や関係機関へ育成した指導者の情報を引き続
き発信し、指導の実践につなげる

2
高校生森林環境理解
事業

高等学校課 2,053 2,053
高校生に対し森林環境学習を行い、森林環境の大切さを学び、保全していくことの重要性を理解し
てもらう取組を支援する。

改変なし

55,479

（27.7%）

3
こうち山の日推進事業
費補助金

林業環境政策課 14,200 14,200
「こうち山の日（11月11日）」を中心に、県民が主体となって行う森林保全活動等を支援する。
幅広く県民からの参加を募る森林保全ボランティア活動の支援、ボランティア団体の掘り起こしや団
体のネットワーク強化を実施する。

Ｒ７年度で廃止する「森林環境学習等推進事業委託料」における森林保全ボランティア活
動の実施支援、保護具の購入、団体のネットワーク強化を本事業に組み替え

こうちの森で
人づくり事業

-
インターネットホーム
ページ保守管理委託
料

林業環境政策課 300 300
森林保全ボランティア活動の募集や森林に関するイベント情報を掲載する公式HP 「森・ヒト・こうち
応援ネット」の保守管理等を行う。

森と緑の会のホームページに一部情報（ボランティアやイベント情報、団体一覧）を移行

4
里山林活性化による
多面的機能発揮対策
支援事業費補助金

林業環境政策課 5,176 5,176
適正な森林管理を促進するため、地域住民等が協力して実施する里山林の保全管理や森林資源
を利用する取組を支援する。

改変なし

5
林業大学校（短期課
程）研修業務等委託
料

森づくり推進課 618 618
林業大学校において、森林ボランティアを行う方を対象に、チェーンソーや刈払機操作に係る安全
衛生に関する知識やメンテナンス技術の向上のための研修を実施する。

改変なし

20,294

（10.1%）

6
森林環境情報誌作成
等委託料

林業環境政策課 9,194 9,194 幅広い県民を対象に、森林の果たす役割や森林保全の必要性などを広報する。
・イベント等でYouTube、SNSをフォローした方へノベルティグッズのプレゼントを実施
・YouTubeの動画本数の変更（１号あたり本編動画４本→本編動画１本、本編動画へ誘
導するショート動画1本）

7
森林環境学習フェア等
開催委託料

林業環境政策課 10,864 10,864
森林環境学習に関するフェアを開催し、広く県民に森林環境保全の重要性と、木材利用や林業へ
の理解・関心を深めていただくための情報発信等を行う。

改変なし

8 座談会開催等委託料 林業環境政策課 3,698 3,698

地域の森林、林業等の現状や課題を県民と共有するとともに、森林環境税と森林環境譲与税につ
いて各税の内容と活用事業を説明し、県民参加による森林保全等に対する意見や提案を募る座談
会を開催する。
併せて、森林環境税の認知度向上のための広報や、企業を対象としたアンケート調査を実施する。

地域の森林、林業等の現状や課題を県民と共有するとともに、森林環境税と森林環境譲
与税について各税の内容と活用事業を説明し、県民参加による森林保全等に対する意
見や提案を募る座談会を開催する。
併せて、森林環境税の認知度向上のための広報や、企業を対象としたアンケート調査を
実施する。

9
緑化促進事業費補助
金

林業環境政策課 13,000 13,000
幅広い県民に利用される公共的空間等を郷土樹種を用いて緑化する取組に対し、補助を行う。
（R8年度からR10年度まで３年間延長）

・教育・保育施設を重点支援する補助メニューの創設
・補助率の見直し

10
県立甫喜ヶ峰森林公
園展示林整備工事

林業環境政策課 7,680 6,930

県立甫喜ヶ峰森林公園内の森林の間伐等を行い、公園内の安心・安全と充実を図る。
Ｒ７～Ｒ９の３年間の債務負担行為の設定により、より計画的な整備を実施。
　（３カ年の計画・・・搬出間伐面積：9.63ha、作業道開設：1,702m、作業道修繕：100ｍ、除伐・枝打
ち：0.10ha、風倒木処理：0.30ha）

Ｒ８年度計画･･･作業道開設：576m、搬出間伐：5.38ha

11
全国植樹祭実行委員
会負担金

林業環境政策課 15,480 7,732 R10年度の「第78回全国植樹祭」の開催に向けた準備を行う。
国土緑化運動の中心的行事である全国植樹祭の開催準備業務のうち、広く県民に緑化
の大切さを普及し、森林環境保全や木材利用の理解と関心を深めることにつながる広報
や普及啓発業務の経費の財源に県森林環境税を充当

12
高知の森と水・流域合
同フォーラム開催業務
委託料

自然共生課 1,400 1,400
森林環境・水環境に関するフォーラムを開催し、講演・事例発表・ワークショップを通じて、森林環
境・水環境を次代につないでいくことの大切さを参加者に再認識してもらい、環境保全意識を醸成す
るとともに、新たな担い手の確保につなげる。

開催に係る広報・啓発に要する経費の増

13 事務費 林業環境政策課 1,035 1,035 基金運営委員会の開催等に要する事務費 情報交流館と甫喜ヶ峰森林公園に県産材のおもちゃを設置

53,853

（26.9%）

大区分 小区分 No. 事業名 担当課
R７予算額

（千円）
事業内容

R８予算見
積の方向性

（拡充の場合）主な拡充内容
（縮小・廃止の場合）縮小・廃止の理由

将来を担う子
どもたちなど
への森林環

境学習

小計 R8森林環境税充当見込額：約51,000千円

県民の森や
山に対する
主体的な活

動

小計 R8森林環境税充当見込額：30,000千円

小計 R8森林環境税充当見込額：80,000千円

森林環境に
対する意識
向上のため
の普及啓発・

広報

資料４

植樹祭

拡充

廃止

その他

拡充

拡充

廃止

拡充

拡充

その他

拡充

廃止

拡充

その他



令和８年度森林環境税活用事業の検討状況

うち森林環境
税充当額

大区分 小区分 No. 事業名 担当課
R７予算額

（千円）
事業内容

R８予算見
積の方向性

（拡充の場合）主な拡充内容
（縮小・廃止の場合）縮小・廃止の理由

資料４

129,626

（64.7%）

森林の保全
に繋がる木

材利用
14

木の香るまちづくり推
進事業費補助金

木材産業振興課 20,418 20,418
木材の利用が森林環境の保全に繋がることを理解してもらえるように、公共的空間や施設への木
製品の導入及び木質化等の取組を支援する。

事業規模の大きな木質化が減少しているため

20,418

（10.2%）

15-1
指定管理鳥獣捕獲等
事業委託料

中山間地域対策課 13,635 6,818 高標高域の国有林内鳥獣保護区でわな猟によるシカ捕獲を実施する。 捕獲期間を延ばすことにより、捕獲目標を上げ、シカによる林業被害低減を図る

15-2
指定管理鳥獣捕獲等
事業計画策定調査委
託料

中山間地域対策課 10,076 2,538
指定管理鳥獣捕獲等事業に関する「指定管理鳥獣捕獲等事業実施計画」の策定及びそれに必要
な調査の実施並びに捕獲情報の収集や事業評価を行う。

改変なし

豊かな森づく
り事業

15-3
森林環境保全対策シ
カ捕獲事業委託料

中山間地域対策課 21,000 21,000
狩猟によるシカの捕獲実績が上位である市町村においてシカによる森林及び自然植生被害を軽減
するため、狩猟期のシカ捕獲に対して捕獲報償金を支出する。

・石鎚山系へのシカの流入を防ぐため、いの町を委託先に追加し９市町村で捕獲を進め
ることで、シカの捕獲を強化する
・シカの生息数推定の精度を上げるため、出猟カレンダーを提出した狩猟者に報償費を
支出する

-
シカ個体数調査委託
業務

中山間地域対策課 2,350 2,350
R6までのシカの調査データを元に県内の正確な生息状況等の把握及び将来予測を実施し、県の策
定する第二種特定鳥獣（ニホンジカ）管理計画の中間評価を行う。

R7年度限りの事業であり、調査結果を元にR8年度に一般財源で第二種特定鳥獣管理計
画を策定する

15-4
新規狩猟者ステップ
アップ事業費補助金

中山間地域対策課
新規狩猟者に対して市町村が貸与するくくりわなの購入経費を補助することで、狩猟意欲を高め被
害軽減に資する。

16
希少野生植物食害防
止対策委託料

自然共生課 13,156 13,156 ニホンジカによる希少野生植物の食害を防止するため、現況調査や防護ネットの設置を実施する。 改変なし

17
森林資源再生支援事
業費補助金

木材増産推進課 4,532 4,532

【シカ防護柵点検管理】
造林事業者に対しシカ防護柵を定期的に点検・補修するための費用を補助し、シカ等による苗木へ
の食害を防ぐ。（定期的な管理により補修費用の削減につなげる。）
【補植等支援】
獣害により苗木の食害等を受けた造林地に対する補植及び忌避剤散布を行う。

要望量の増

50,394

（25.1%）

70,812

（35.3%）

200,438 R8森林環境税充当見込額：252,000千円森林環境税充当額合計

大区分　計 R8森林環境税充当見込額：161,000千円

小計 R8森林環境税充当見込額：15,000千円

小計 R8森林環境税充当見込額：75,000千円

大区分　計 R8森林環境税充当見込額：91,000千円

野生動植物
との共存

縮小

新規

廃止

拡充

拡充

拡充


